
陸 上 競 技 佐 野 市 大　島　茄巳琉 鹿 沼 市 石 川 元 胤 宇 都 宮 市 田名網　　　博

宇 都 宮 市 浅 野 俊 也 日 光 市 吉 原 未 来 鹿 沼 市 白 川 博 子 宇 都 宮 市 田部井　貴　詩

宇 都 宮 市 薄 井 遥 珈 真 岡 市 斎 藤 　 靖 鹿 沼 市 日向野　　　修 宇 都 宮 市 芳 賀 崇 弥

宇 都 宮 市 加 藤 凜 香 下 野 市 飯 浜 嘉 光 鹿 沼 市 矢　野　美津子 宇 都 宮 市 山野上　　　将

宇 都 宮 市 清　水　あろあ 益 子 町 小 塙 美 紀 日 光 市 吉 原 未 優 足 利 市 金 子 　 稔

宇 都 宮 市 数 度 美 幸 ア ー チ ェ リ ー 市 貝 町 小 塙 聖 河 栃 木 市 伊 藤 雅 敏

宇 都 宮 市 直 井 典 夫 足 利 市 大 塚 忠 胤 市 貝 町 矢　口　キヨ子 栃 木 市 内 田 房 男

宇 都 宮 市 矢 島 一 美 足 利 市 齋 藤 宏 一 ボ ッ チ ャ 鹿 沼 市 塩 澤 悠 貴

足 利 市 飯　島　美佐子 足 利 市 中 村 真 希 宇 都 宮 市 荒 井 南 美 壬 生 町 斉 藤 昌 之

足 利 市 前 原 武 雄 足 利 市 堀 江 麻 衣 宇 都 宮 市 大 山 智 子 壬 生 町 山 川 典 利

栃 木 市 川 俣 禎 康 大 田 原 市 大豆生田 正 勝 宇 都 宮 市 津 田 柚 季 バレーボール（聴覚・男子）

栃 木 市 仲 井 真 大 卓 球 鹿 沼 市 増 子 　 亮 宇 都 宮 市 安孫子　貞　治

栃 木 市 松 村 純 夫 足 利 市 藤 沼 貴 大 真 岡 市 峯 岸 裕 之 宇 都 宮 市 石 井 金 男

鹿 沼 市 市 田 敬 一 小 山 市 島 也 博 明 那須烏山市 関 　 尚 央 宇 都 宮 市 大豆生田 隼 輝

鹿 沼 市 神　山　賢太郎 小 山 市 田野倉　祥　子 車いすバスケットボール 宇 都 宮 市 横 山 真 也

鹿 沼 市 奈良田　栄　一 小 山 市 吉 田 克 夫 宇 都 宮 市 大　森　亜紀子 宇 都 宮 市 若 原 正 享

鹿 沼 市 山 口 璃 癒 真 岡 市 鈴 木 綾 華 宇 都 宮 市 田 所 純 一 栃 木 市 佐 藤 　 伸

小 山 市 伊 沢 久 雄 大 田 原 市 薄 井 弘 幸 宇 都 宮 市 増 渕 倫 巳 佐 野 市 大 澤 　 洋

小 山 市 石 井 隼 人 大 田 原 市 加 藤 輝 夫 栃 木 市 永 島 幸 介 小 山 市 星 野 幹 志

小 山 市 原 　 恵 美 さ く ら 市 松 岡 一 徳 栃 木 市 間 下 裕 基 小 山 市 森 田 　 稔

真 岡 市 久保野　泰　央 上 三 川 町 飯 島 隆 斗 鹿 沼 市 大 貫 章 裕 下 野 市 鎌 田 英 治

真 岡 市 吉 田 哲 朗 卓 球（サウンドテーブルテニス） 小 山 市 有 田 一 也 バレーボール（聴覚・女子）

矢 板 市 加治佐　博　昭 宇 都 宮 市 櫻 井 亜 叶 小 山 市 髙 柗 義 伸 宇 都 宮 市 大 野 桃 子

矢 板 市 関 　 智 博 栃 木 市 坂 田 英 樹 小 山 市 二階堂　　　敬 宇 都 宮 市 大谷津　敏　子

芳 賀 町 佐 藤 太 市 鹿 沼 市 宇賀神　シ　ゲ 益 子 町 三 村 　 龍 宇 都 宮 市 小 倉 祐 里

塩 谷 町 青 木 龍 太 フライングディスク 芳 賀 町 大 関 秀 樹 宇 都 宮 市 小野里　真　美

水 泳 宇 都 宮 市 古 口 正 文 グランドソフトボール 宇 都 宮 市 牧　野　千恵子

宇 都 宮 市 落　合　有佳利 宇 都 宮 市 山 田 利 男 宇 都 宮 市 落 合 　 明 宇 都 宮 市 横　山　奈々絵

宇 都 宮 市 喜 井 　 寛 栃 木 市 赤羽根　由　江 宇 都 宮 市 岩 池 優 希 鹿 沼 市 石　田　さつき

宇 都 宮 市 小 室 元 気 栃 木 市 齋 藤 　 明 宇 都 宮 市 尾 引 建 一 小 山 市 和 光 優 子

宇 都 宮 市 齋 藤 一 法 栃 木 市 坂 本 邦 雄 宇 都 宮 市 関 矢 　 誠 高 根 沢 町 伴 内 由 香

宇 都 宮 市 鈴 木 宏 都 栃 木 市 津布楽　晴　夫 宇 都 宮 市 曽 根 健 司 以上

第22回全国障害者スポーツ大会
いちご一会とちぎ大会

令和４（2022）年10月29日（土）～31日（月）
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栃
木
県
知
事
表
彰

障
害
自
立
更
生
者

障
害
者
支
援
功
労
者

障
害
者
社
会
参
加
促
進
功
労
者

　私たちは、ふるさと「とちぎ」で暮らす
全ての人々が、一人ひとり自立し、お互い
に支え合い、助け合いながら、安心して、
また、誇りを持って住み続けることのでき
る地域社会づくりを目指し、
　「子どもを健やかに生み育てる環境づく
りの推進」「人と地域の輪を広げ、ひとり
親家庭への自立支援の推進」「高齢者の健
康と生きがいづくりの推進」「障害者の自
立支援と社会参加の促進」「共同募金やボ
ランティアなどの民間福祉活動への参加と
協力の推進」に積極的に取り組みます。
　そして、ここに集う私たちをはじめ、本
県の福祉関係者が一致協力して、県民の福
祉に対する認識と理解を一層深め、ともに
生きる豊かな福祉社会の実現に努めること
を宣言します。

栃
木
県
身
体
障
害
者

団
体
連
絡
協
議
会
会
長
表
彰

第28回
　
県
の
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
福
祉
関
係
者
を

表
彰
し
、
も
っ
て
、
参
加
者
が
自
ら
の
活
動
へ
の
意
欲
を
よ

り
高
め
る
機
会
と
す
る
た
め
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
を

図
る
た
め
、
規
模
を
縮
小
し
、
各
部
門
の
代
表
受
領
者
へ
の

表
彰
式
の
み
が
県
庁
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

栃
木
県
民
福
祉
の
つ
ど
い

　
令
和
４
年
８
月
22
日

　
　
　
　
　
　
栃
木
県
庁 

昭
和
館 

正
庁

　
本
年
度
の
障
害
者

関
係
の
受
賞
者
は
２

団
体
、
18
名
の
皆
様

で
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
式
典

に
ご
参
列
い
た
だ
け

な
か
っ
た
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
こ

こ
に
お
祝
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

県 民 福 祉 宣 言

小

野

和

良

菊

池

喜

平

大

岡

周

久

植

村

健

一

櫻

井

宣

子

小
金
沢
　
　
　
茂

更
生
援
護
功
労
者

芳

賀

町

塩

谷

町

宇
都
宮
市

宇
都
宮
市

栃

木

市

さ
く
ら
市

市

貝

町

壬

生

町

塩

谷

町

黒

崎

歳

男

髙

橋

利

行

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

　
か
た
つ
む
り

手
話
コ
ー
ラ
ス「
瞳
」

田
名
網
　
　
　
弘

手

塚

良

子

岩

崎

麗

子

神

永

　

榮

塩

井

和

枝

（
敬
称
略
）

自
立
更
生
者

宇
都
宮
市

宇
都
宮
市

真

岡

市

大
田
原
市

大
田
原
市

永

田

義

美

宇
賀
神
　
光
　
男

鈴
　
木
　
カ
ネ
子

國

田

　

実

奥

澤

初

代

宇
都
宮
市

那
須
烏
山
市

益

子

町

塩

谷

町

矢

板

市

那
須
塩
原
市

赤い羽根共同募金運動が
　10月1日からスタートしました

栃木県選手団は、選手299名、役員176名、
総勢475名の過去最大規模の選手団です。
全国各地から集まる仲間との「一期一会」を
大切に、この大会が最高の思い出となりますように

栃身協会長表彰 福田知事挨拶

お

の

き

く

ち

お

お

お

か

う

え

む

ら

さ

く

ら

い

こ
が
ね
ざ
わ

か

ず

よ

し

き

へ

い

か

ね

ひ

さ

け

ん

い

ち

の

り

こ

　
　
　
し
げ
る

く

ろ

さ

き

た

か

は

し

た

な

あ

み

て

つ

か

い

わ

さ

き

か

み

な

が

し

お

い

と

し

お

と

し

ゆ

き

　
　
　
ひ
ろ
し

り

ょ

う

こ

れ

い

こ

　
　
　
さ
か
え

か

ず

え

な

が

た

う

が

じ

ん

す

ず

き

く

に

た

お

く

さ

わ

よ

し

み

み

つ

お

か

ね

こ

　
　
　
み
の
る

は

つ

よ
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コ
ロ
ナ
下
で
初
開
催
と
な
っ
た
国
体
が

閉
幕
し
、
い
よ
い
よ
10
月
29
日
か
ら
３
日

間
に
わ
た
っ
て
、
全
国
か
ら
こ
の
栃
木
路

に
選
手
・
役
員
の
皆
様
が
集
ま
り
、
４
年
ぶ

り
と
な
る
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
１
９
６
５
年
、
岐
阜
県
に
お
い
て
第
１

回
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開

催
さ
れ
、
そ
の
後
２
０
０
１
年
か
ら
は
全

国
知
的
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
統
合
し

て
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
な
り
、

現
在
は
精
神
障
害
者
も
加
わ
っ
た
３
障
害

一
体
の
大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
過
去
の
全
国
大
会
に
出
場

さ
れ
た
方
々
に
当
時
の
思
い
出
を
綴
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
も
う
45
年
も
昔
の
こ
と
で
す
。
昭
和
52

年
、
私
が
28
歳
の
時
、
栃
木
県
の
代
表
選

手
と
し
て
青
森
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
百
メ
ー
ト
ル
走
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
っ
た
時
、
周
り
を
見
る
と
自
分
よ
り
若

い
選
手
ば
か
り
で
、
こ
れ
は
入
賞
も
無
理

だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
頑
張
っ
て

2022
第
22
回

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
大
会
」

栃
木
県
選
手
団
団
長
　麦
倉
仁
巳

1977

青
森
大
会

　
　
　
　鹿
沼
市
　葉
山
　廣

1985

鳥
取
大
会

　
　
　
　足
利
市
　植
木
紀
代
子

走
っ
て
三
位
に
入
り
、
次
の
走
り
幅
跳
び
で

は
二
位
で
銀
メ
ダ
ル
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
さ
か
二
つ
も
メ
ダ
ル
を
と
れ
る
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
感
激
し
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。

　
同
じ
選
手
団
の
視
覚
障
害
の
選
手
は
百

メ
ー
ト
ル
走
で
大
会
新
記
録
を
出
し
て
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
、
み
ん
な
で
喜
び
を
分
か

ち
合
い
健
闘
を
称
え
ま
し
た
。

　
当
時
の
副
団
長
は
前
小
川
榮
一
会
長
で
、

栃
木
県
の
各
福
祉
会
か
ら
は
バ
ス
を
連
ね

て
総
勢
３
百
人
近
く
が
応
援
参
加
し
て
く

れ
て
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。
今
で
は
考
え

ら
れ
な
い
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
、
も
っ
と
た
く

さ
ん
の
人
に
こ
の
感
動
を
体
験
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
栃
の
葉
大
会
に
出
場
し
た
大
先
輩
よ
り

「
一
生
に
一
度
し
か
行
け
な
い
最
高
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
と
は
無
縁
と
思
っ
て
い
た
が
、

障
害
者
の
仲
間
と
楽
し
み
で
始
め
た
『
ピ

ン
ポ
ン
』
が
、
い
つ
し
か
『
卓
球
』
に
。

　
昭
和
60
年
開
催
の
鳥
取
大
会
へ
の
出
場

が
決
ま
っ
た
。
夢
の
よ
う
だ
っ
た
。

　
開
会
式
の
際
、
各
県
と
の
挨
拶
に
わ
く

わ
く
。
当
時
の
坂
本
茂
会
長
も
応
援
に
駆

け
つ
け
て
く
だ
さ
り
激
励
を
受
け
る
。

　
卓
球
の
試
合
当
日
は
、
相
手
選
手
の
や

る
気
満
々
の
気
迫
に
圧
倒
さ
れ
る
。
「
強

そ
う
ー
」
ビ
ビ
る
・
・
競
技
会
場
が
分
か

れ
て
い
た
の
で
栃
木
県
関
係
者
の
応
援
は

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
地
元
の
大
き
な
声
援

が
嬉
し
い
。
お
か
げ
で
銅
メ
ダ
ル
。
翌
日

は
60
メ
ー
ト
ル
走
、
た
だ
ひ
た
す
ら
転
ば

な
い
よ
う
に
と
思
い
な
が
ら
力
走
し
た
。

　
競
技
が
終
了
し
、
安
堵
の
思
い
で
臨
ん

だ
『
後
夜
祭
』
。
各
県
の
選
手
と
ふ
れ
あ

い
心
和
む
ひ
と
と
き
。
地
元
の
テ
レ
ビ
局

が
取
材
に
き
て
、
歌
を
披
露
し
て
ほ
し
い

と
乞
わ
れ
る
。
夢
中
で
『
足
利
音
頭
』
を

歌
っ
た
。
後
日
、
録
画
さ
れ
た
ビ
デ
オ
を

送
っ
て
く
れ
た
。
最
高
の
贈
り
物
を
も

ら
っ
た
気
分
。
温
か
い
応
援
、
お
も
て
な

し
、
そ
し
て
鳥
取
砂
丘
の
風
紋
、
忘
れ
ら

れ
な
い
大
会
で
し
た
。

2000

富
山
大
会

　
　
　宇
都
宮
市
　佐
々
木
清
美

　
19
歳
の
時
、
仕
事
中
の
事
故
に
よ
り
下

半
身
麻
痺
と
な
り
２
年
半
の
入
院
生
活

後
、
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
て
始
め
た
車
い
す

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

と
の
出
逢
い
で
し
た
。

　
当
時
暮
ら
し
て
い
た
千
葉
県
の
代
表
と

し
て
昭
和
55
年
の
栃
の
葉
大
会
に
出
場
。

不
便
な
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
団

体
優
勝
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
縁
あ
っ
て
栃
木
県
に
転
居
、

２
回
目
と
な
る
富
山
県
で
の
全
国
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
の
予
選
大
会
で
敗
退
し
て
し
ま
い

本
大
会
の
出
場
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
初
め
て
の
個
人
種
目
・
百
メ
ー
ト
ル
走

と
ス
ラ
ロ
ー
ム
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
難
し
い

面
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
大
会
役

員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
お
か
げ
で

無
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
私
は
、
こ
の
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
に

よ
り
ま
た
一
つ
大
切
な
事
が
わ
か
り
ま
し

た
。
自
分
自
身
の
限
界
を
簡
単
に
決
め
て

し
ま
わ
な
い
で
、
新
し
い
こ
と
へ
の
挑
戦

が
い
か
に
大
事
で
あ
る
か
と
い
う
事
。
そ

れ
は
、
大
会
参
加
以
後
の
学
校
訪
問
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
す
る
こ
と

に
よ
り
今
の
自
分
の
支
え
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

1988

京
都
大
会

　
　
　
　さ
く
ら
市
　秋
元
和
男

　
県
の
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
初

め
て
参
加
し
た
と
き
の
こ
と
。
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
な
が
ら
も
砲
丸
投
げ
で
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
事
が
き
っ
か
け
で
自
信
を
持
て

る
よ
う
に
な
り
努
力
す
れ
ば
成
果
が
付
い

て
く
る
の
だ
と
希
望
が
持
て
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
30
代
の
頃
は
、
幾
度
か
全
国
大
会
に
出

場
で
き
る
機
会
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
生
活

が
楽
で
は
な
く
一
週
間
も
家
を
留
守
に
す
る

こ
と
が
出
来
ず
辞
退
し
て
い
ま
し
た
。

　
50
歳
に
な
り
多
少
は
生
活
に
ゆ
と
り
が

出
来
た
頃
、
昭
和
63
年
の
京
都
大
会
に
出

場
の
機
会
を
得
ま
し
た
。
県
の
代
表
と
し
て

出
場
す
る
の
だ
か
ら
恥
ず
か
し
く
な
い
成

績
を
残
し
た
い
と
頑
張
り
、
百
メ
ー
ト
ル
走

と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
の
ニ
種
目
で
銀
メ

ダ
ル
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
満
員
の
京
都
市
西
京
極
陸
上
競
技
場
で
、

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
が
演
奏
す
る
マ
ー
チ
を
聞

き
な
が
ら
、
栃
木
県
選
手
団
の
一
員
と
し

て
行
進
し
た
時
に
は
、「
交
通
事
故
に
遭
い
、

左
大
腿
部
を
切
断
し
て
か
ら
歩
ん
で
き
た

道
の
り
を
思
い
、
よ
く
こ
の
日
ま
で
苦
難

に
耐
え
て
こ
ら
れ
た
な
」と
、
熱
い
思
い
が

こ
み
上
げ
て
き
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

こ
の
出
来
事
が
自
分
の
人
生
で
一
番
輝
い

て
い
た
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
社
会
の
一
員
と
な
れ
て
い
る
こ
と
が
と

て
も
う
れ
し
い
の
で
す
。
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コ
ロ
ナ
下
で
初
開
催
と
な
っ
た
国
体
が

閉
幕
し
、
い
よ
い
よ
10
月
29
日
か
ら
３
日

間
に
わ
た
っ
て
、
全
国
か
ら
こ
の
栃
木
路

に
選
手
・
役
員
の
皆
様
が
集
ま
り
、
４
年
ぶ

り
と
な
る
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
１
９
６
５
年
、
岐
阜
県
に
お
い
て
第
１

回
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開

催
さ
れ
、
そ
の
後
２
０
０
１
年
か
ら
は
全

国
知
的
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
統
合
し

て
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
な
り
、

現
在
は
精
神
障
害
者
も
加
わ
っ
た
３
障
害

一
体
の
大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
過
去
の
全
国
大
会
に
出
場

さ
れ
た
方
々
に
当
時
の
思
い
出
を
綴
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
も
う
45
年
も
昔
の
こ
と
で
す
。
昭
和
52

年
、
私
が
28
歳
の
時
、
栃
木
県
の
代
表
選

手
と
し
て
青
森
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
百
メ
ー
ト
ル
走
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
っ
た
時
、
周
り
を
見
る
と
自
分
よ
り
若

い
選
手
ば
か
り
で
、
こ
れ
は
入
賞
も
無
理

だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
頑
張
っ
て

2022
第
22
回

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
大
会
」

栃
木
県
選
手
団
団
長
　麦
倉
仁
巳

1977

青
森
大
会

　
　
　
　鹿
沼
市
　葉
山
　廣

1985

鳥
取
大
会

　
　
　
　足
利
市
　植
木
紀
代
子

走
っ
て
三
位
に
入
り
、
次
の
走
り
幅
跳
び
で

は
二
位
で
銀
メ
ダ
ル
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
さ
か
二
つ
も
メ
ダ
ル
を
と
れ
る
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
感
激
し
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。

　
同
じ
選
手
団
の
視
覚
障
害
の
選
手
は
百

メ
ー
ト
ル
走
で
大
会
新
記
録
を
出
し
て
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
、
み
ん
な
で
喜
び
を
分
か

ち
合
い
健
闘
を
称
え
ま
し
た
。

　
当
時
の
副
団
長
は
前
小
川
榮
一
会
長
で
、

栃
木
県
の
各
福
祉
会
か
ら
は
バ
ス
を
連
ね

て
総
勢
３
百
人
近
く
が
応
援
参
加
し
て
く

れ
て
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。
今
で
は
考
え

ら
れ
な
い
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
、
も
っ
と
た
く

さ
ん
の
人
に
こ
の
感
動
を
体
験
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
栃
の
葉
大
会
に
出
場
し
た
大
先
輩
よ
り

「
一
生
に
一
度
し
か
行
け
な
い
最
高
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
と
は
無
縁
と
思
っ
て
い
た
が
、

障
害
者
の
仲
間
と
楽
し
み
で
始
め
た
『
ピ

ン
ポ
ン
』
が
、
い
つ
し
か
『
卓
球
』
に
。

　
昭
和
60
年
開
催
の
鳥
取
大
会
へ
の
出
場

が
決
ま
っ
た
。
夢
の
よ
う
だ
っ
た
。

　
開
会
式
の
際
、
各
県
と
の
挨
拶
に
わ
く

わ
く
。
当
時
の
坂
本
茂
会
長
も
応
援
に
駆

け
つ
け
て
く
だ
さ
り
激
励
を
受
け
る
。

　
卓
球
の
試
合
当
日
は
、
相
手
選
手
の
や

る
気
満
々
の
気
迫
に
圧
倒
さ
れ
る
。
「
強

そ
う
ー
」
ビ
ビ
る
・
・
競
技
会
場
が
分
か

れ
て
い
た
の
で
栃
木
県
関
係
者
の
応
援
は

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
地
元
の
大
き
な
声
援

が
嬉
し
い
。
お
か
げ
で
銅
メ
ダ
ル
。
翌
日

は
60
メ
ー
ト
ル
走
、
た
だ
ひ
た
す
ら
転
ば

な
い
よ
う
に
と
思
い
な
が
ら
力
走
し
た
。

　
競
技
が
終
了
し
、
安
堵
の
思
い
で
臨
ん

だ
『
後
夜
祭
』
。
各
県
の
選
手
と
ふ
れ
あ

い
心
和
む
ひ
と
と
き
。
地
元
の
テ
レ
ビ
局

が
取
材
に
き
て
、
歌
を
披
露
し
て
ほ
し
い

と
乞
わ
れ
る
。
夢
中
で
『
足
利
音
頭
』
を

歌
っ
た
。
後
日
、
録
画
さ
れ
た
ビ
デ
オ
を

送
っ
て
く
れ
た
。
最
高
の
贈
り
物
を
も

ら
っ
た
気
分
。
温
か
い
応
援
、
お
も
て
な

し
、
そ
し
て
鳥
取
砂
丘
の
風
紋
、
忘
れ
ら

れ
な
い
大
会
で
し
た
。

2000

富
山
大
会

　
　
　宇
都
宮
市
　佐
々
木
清
美

　
19
歳
の
時
、
仕
事
中
の
事
故
に
よ
り
下

半
身
麻
痺
と
な
り
２
年
半
の
入
院
生
活

後
、
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
て
始
め
た
車
い
す

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

と
の
出
逢
い
で
し
た
。

　
当
時
暮
ら
し
て
い
た
千
葉
県
の
代
表
と

し
て
昭
和
55
年
の
栃
の
葉
大
会
に
出
場
。

不
便
な
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
団

体
優
勝
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
縁
あ
っ
て
栃
木
県
に
転
居
、

２
回
目
と
な
る
富
山
県
で
の
全
国
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
の
予
選
大
会
で
敗
退
し
て
し
ま
い

本
大
会
の
出
場
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
初
め
て
の
個
人
種
目
・
百
メ
ー
ト
ル
走

と
ス
ラ
ロ
ー
ム
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
難
し
い

面
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
大
会
役

員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
お
か
げ
で

無
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
私
は
、
こ
の
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
に

よ
り
ま
た
一
つ
大
切
な
事
が
わ
か
り
ま
し

た
。
自
分
自
身
の
限
界
を
簡
単
に
決
め
て

し
ま
わ
な
い
で
、
新
し
い
こ
と
へ
の
挑
戦

が
い
か
に
大
事
で
あ
る
か
と
い
う
事
。
そ

れ
は
、
大
会
参
加
以
後
の
学
校
訪
問
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
す
る
こ
と

に
よ
り
今
の
自
分
の
支
え
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

1988

京
都
大
会

　
　
　
　さ
く
ら
市
　秋
元
和
男

　
県
の
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
初

め
て
参
加
し
た
と
き
の
こ
と
。
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
な
が
ら
も
砲
丸
投
げ
で
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
事
が
き
っ
か
け
で
自
信
を
持
て

る
よ
う
に
な
り
努
力
す
れ
ば
成
果
が
付
い

て
く
る
の
だ
と
希
望
が
持
て
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
30
代
の
頃
は
、
幾
度
か
全
国
大
会
に
出

場
で
き
る
機
会
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
生
活

が
楽
で
は
な
く
一
週
間
も
家
を
留
守
に
す
る

こ
と
が
出
来
ず
辞
退
し
て
い
ま
し
た
。

　
50
歳
に
な
り
多
少
は
生
活
に
ゆ
と
り
が

出
来
た
頃
、
昭
和
63
年
の
京
都
大
会
に
出

場
の
機
会
を
得
ま
し
た
。
県
の
代
表
と
し
て

出
場
す
る
の
だ
か
ら
恥
ず
か
し
く
な
い
成

績
を
残
し
た
い
と
頑
張
り
、
百
メ
ー
ト
ル
走

と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
の
ニ
種
目
で
銀
メ

ダ
ル
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
満
員
の
京
都
市
西
京
極
陸
上
競
技
場
で
、

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
が
演
奏
す
る
マ
ー
チ
を
聞

き
な
が
ら
、
栃
木
県
選
手
団
の
一
員
と
し

て
行
進
し
た
時
に
は
、「
交
通
事
故
に
遭
い
、

左
大
腿
部
を
切
断
し
て
か
ら
歩
ん
で
き
た

道
の
り
を
思
い
、
よ
く
こ
の
日
ま
で
苦
難

に
耐
え
て
こ
ら
れ
た
な
」と
、
熱
い
思
い
が

こ
み
上
げ
て
き
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

こ
の
出
来
事
が
自
分
の
人
生
で
一
番
輝
い

て
い
た
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
社
会
の
一
員
と
な
れ
て
い
る
こ
と
が
と

て
も
う
れ
し
い
の
で
す
。
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陸 上 競 技 佐 野 市 大　島　茄巳琉 鹿 沼 市 石 川 元 胤 宇 都 宮 市 田名網　　　博

宇 都 宮 市 浅 野 俊 也 日 光 市 吉 原 未 来 鹿 沼 市 白 川 博 子 宇 都 宮 市 田部井　貴　詩

宇 都 宮 市 薄 井 遥 珈 真 岡 市 斎 藤 　 靖 鹿 沼 市 日向野　　　修 宇 都 宮 市 芳 賀 崇 弥

宇 都 宮 市 加 藤 凜 香 下 野 市 飯 浜 嘉 光 鹿 沼 市 矢　野　美津子 宇 都 宮 市 山野上　　　将

宇 都 宮 市 清　水　あろあ 益 子 町 小 塙 美 紀 日 光 市 吉 原 未 優 足 利 市 金 子 　 稔

宇 都 宮 市 数 度 美 幸 ア ー チ ェ リ ー 市 貝 町 小 塙 聖 河 栃 木 市 伊 藤 雅 敏

宇 都 宮 市 直 井 典 夫 足 利 市 大 塚 忠 胤 市 貝 町 矢　口　キヨ子 栃 木 市 内 田 房 男

宇 都 宮 市 矢 島 一 美 足 利 市 齋 藤 宏 一 ボ ッ チ ャ 鹿 沼 市 塩 澤 悠 貴

足 利 市 飯　島　美佐子 足 利 市 中 村 真 希 宇 都 宮 市 荒 井 南 美 壬 生 町 斉 藤 昌 之

足 利 市 前 原 武 雄 足 利 市 堀 江 麻 衣 宇 都 宮 市 大 山 智 子 壬 生 町 山 川 典 利

栃 木 市 川 俣 禎 康 大 田 原 市 大豆生田 正 勝 宇 都 宮 市 津 田 柚 季 バレーボール（聴覚・男子）

栃 木 市 仲 井 真 大 卓 球 鹿 沼 市 増 子 　 亮 宇 都 宮 市 安孫子　貞　治

栃 木 市 松 村 純 夫 足 利 市 藤 沼 貴 大 真 岡 市 峯 岸 裕 之 宇 都 宮 市 石 井 金 男

鹿 沼 市 市 田 敬 一 小 山 市 島 也 博 明 那須烏山市 関 　 尚 央 宇 都 宮 市 大豆生田 隼 輝

鹿 沼 市 神　山　賢太郎 小 山 市 田野倉　祥　子 車いすバスケットボール 宇 都 宮 市 横 山 真 也

鹿 沼 市 奈良田　栄　一 小 山 市 吉 田 克 夫 宇 都 宮 市 大　森　亜紀子 宇 都 宮 市 若 原 正 享

鹿 沼 市 山 口 璃 癒 真 岡 市 鈴 木 綾 華 宇 都 宮 市 田 所 純 一 栃 木 市 佐 藤 　 伸

小 山 市 伊 沢 久 雄 大 田 原 市 薄 井 弘 幸 宇 都 宮 市 増 渕 倫 巳 佐 野 市 大 澤 　 洋

小 山 市 石 井 隼 人 大 田 原 市 加 藤 輝 夫 栃 木 市 永 島 幸 介 小 山 市 星 野 幹 志

小 山 市 原 　 恵 美 さ く ら 市 松 岡 一 徳 栃 木 市 間 下 裕 基 小 山 市 森 田 　 稔

真 岡 市 久保野　泰　央 上 三 川 町 飯 島 隆 斗 鹿 沼 市 大 貫 章 裕 下 野 市 鎌 田 英 治

真 岡 市 吉 田 哲 朗 卓 球（サウンドテーブルテニス） 小 山 市 有 田 一 也 バレーボール（聴覚・女子）

矢 板 市 加治佐　博　昭 宇 都 宮 市 櫻 井 亜 叶 小 山 市 髙 柗 義 伸 宇 都 宮 市 大 野 桃 子

矢 板 市 関 　 智 博 栃 木 市 坂 田 英 樹 小 山 市 二階堂　　　敬 宇 都 宮 市 大谷津　敏　子

芳 賀 町 佐 藤 太 市 鹿 沼 市 宇賀神　シ　ゲ 益 子 町 三 村 　 龍 宇 都 宮 市 小 倉 祐 里

塩 谷 町 青 木 龍 太 フライングディスク 芳 賀 町 大 関 秀 樹 宇 都 宮 市 小野里　真　美

水 泳 宇 都 宮 市 古 口 正 文 グランドソフトボール 宇 都 宮 市 牧　野　千恵子

宇 都 宮 市 落　合　有佳利 宇 都 宮 市 山 田 利 男 宇 都 宮 市 落 合 　 明 宇 都 宮 市 横　山　奈々絵

宇 都 宮 市 喜 井 　 寛 栃 木 市 赤羽根　由　江 宇 都 宮 市 岩 池 優 希 鹿 沼 市 石　田　さつき

宇 都 宮 市 小 室 元 気 栃 木 市 齋 藤 　 明 宇 都 宮 市 尾 引 建 一 小 山 市 和 光 優 子

宇 都 宮 市 齋 藤 一 法 栃 木 市 坂 本 邦 雄 宇 都 宮 市 関 矢 　 誠 高 根 沢 町 伴 内 由 香

宇 都 宮 市 鈴 木 宏 都 栃 木 市 津布楽　晴　夫 宇 都 宮 市 曽 根 健 司 以上

第22回全国障害者スポーツ大会
いちご一会とちぎ大会

令和４（2022）年10月29日（土）～31日（月）

栃木県代表選手（紙面の都合上、身体障害の選手のみ掲載となっています）
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会
参
加
促
進
功
労
者

　私たちは、ふるさと「とちぎ」で暮らす
全ての人々が、一人ひとり自立し、お互い
に支え合い、助け合いながら、安心して、
また、誇りを持って住み続けることのでき
る地域社会づくりを目指し、
　「子どもを健やかに生み育てる環境づく
りの推進」「人と地域の輪を広げ、ひとり
親家庭への自立支援の推進」「高齢者の健
康と生きがいづくりの推進」「障害者の自
立支援と社会参加の促進」「共同募金やボ
ランティアなどの民間福祉活動への参加と
協力の推進」に積極的に取り組みます。
　そして、ここに集う私たちをはじめ、本
県の福祉関係者が一致協力して、県民の福
祉に対する認識と理解を一層深め、ともに
生きる豊かな福祉社会の実現に努めること
を宣言します。

栃
木
県
身
体
障
害
者

団
体
連
絡
協
議
会
会
長
表
彰

第28回
　
県
の
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
福
祉
関
係
者
を

表
彰
し
、
も
っ
て
、
参
加
者
が
自
ら
の
活
動
へ
の
意
欲
を
よ

り
高
め
る
機
会
と
す
る
た
め
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
を

図
る
た
め
、
規
模
を
縮
小
し
、
各
部
門
の
代
表
受
領
者
へ
の

表
彰
式
の
み
が
県
庁
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

栃
木
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民
福
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つ
ど
い

　
令
和
４
年
８
月
22
日

　
　
　
　
　
　
栃
木
県
庁 

昭
和
館 

正
庁

　
本
年
度
の
障
害
者

関
係
の
受
賞
者
は
２

団
体
、
18
名
の
皆
様

で
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
式
典

に
ご
参
列
い
た
だ
け

な
か
っ
た
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
こ

こ
に
お
祝
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

県 民 福 祉 宣 言
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田
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子

岩

崎
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榮
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井
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枝

（
敬
称
略
）

自
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赤い羽根共同募金運動が
　10月1日からスタートしました

栃木県選手団は、選手299名、役員176名、
総勢475名の過去最大規模の選手団です。
全国各地から集まる仲間との「一期一会」を
大切に、この大会が最高の思い出となりますように

栃身協会長表彰 福田知事挨拶
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